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愛媛地方最低賃金審議会小委員会委員名簿 
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(注) 各側の委員の掲載順は５０音順です。 
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愛媛地方最低賃金審議会運営規程 

 

 

（規程の目的） 

第１条 愛媛地方最低賃金審議会（以下「審議会」という。）の議事運営は、最低

賃金法（昭和３４年法律第１３７号）及び最低賃金審議会令（昭和３４年政令

第１６３号）に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。 

（会議の招集） 

第２条 審議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が必要と認めるときのほ

か、愛媛労働局長、５人以上の委員又は労働者代表委員、使用者代表委員及び

公益代表委員各１人以上を含む３人以上の委員から開催の請求があったとき、

会長が招集する。 
２ 前項の規定により愛媛労働局長又は委員が会議の開催を請求しようとする場

合には、付議事項及び希望期日を、少なくとも当該期日の１週間前までに、会

長に通知しなければならない。 
３ 会長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合のほか、

少なくとも３日前までに、付議事項、日時及び場所を委員に通知するとともに、

愛媛労働局長に通知するものとする。 
（小委員会等） 

第３条 会長は、審議会の議決により、特定の事案について事実の調査をし、又

は細目にわたる審議を行うため、委員を指名して小委員会等を設けることがで

きる。 

（委員の出席） 

第４条 委員は、会長が必要があると認めるときは、テレビ会議システム（映像

と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができ

るシステムをいう。次項において同じ。）を利用する方法によって会議に出席す

ることができる。 
２ テレビ会議システムを利用する方法による会議への出席は、最低賃金審議会

令第５条第２項及び第３項に規定する会議への出席に含めるものとする。 
３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を会

長に適当な方法で通知しなければならない。 
４ 委員は、旅行その他の事由によって長期間不在となるときは、あらかじめ会

長に適当な方法で通知しなければならない。 
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（会議の議事） 

第５条 会長は、会議の議長となり、議事を整理する。 
２ 委員は、会議において発言しようとするときは、会長の許可を受けるものと

する。 
（関係労働者及び関係使用者の参会） 

第６条 審議会は、会長が必要と認めるときは、関係労働者及び関係使用者（以

下「オブザーバー」という。）の参会を求め、その者を会議に参加させ、審議会

の求めに応じて意見を述べさせることができる。 

２ オブザーバーは、労使委員から推薦された者の中から、審議会の合議のうえ

愛媛労働局長が指名するものとし、労使各２名以下とする。 

３ オブザーバーの参会の態様は、審議会の同意を得て、会長が決定する。 

４ オブザーバーは、審議会の議決に加わることはできない。 

（意見の聴取） 

第７条 審議会は、会長が必要と認めるときは、前条の規定によるほか、委員で

ない者の説明又は意見を聴くことができる。 

（会議の公開） 

第８条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情

報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不

当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中

立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、会長は会議を非公開とするこ

とができる。 
２ 会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必要な

措置をとることができる。 
（議事の記録と公開） 

第９条 会議の議事については、議事録を作成する。 
２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開とする。ただし、公開することに

より、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の

権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、会長は議事録及

び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 
３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 
（答申書等の提出） 

第１０条 会長は、審議会が議決を行ったときは、答申書又は議決書をそれぞれ

議事録の写しを付してその都度愛媛労働局長に送付するものとする。 
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（規程の改廃） 

第１１条 この規程の改廃は、審議会の議決に基づいて行う。 
 

附 則 

この規程は、昭和３４年７月１０日から施行する。 

    附 則 

この規程は、平成８年２月２３日から施行する。 
附 則 

この規程は、平成１０年２月１２日から施行する。 
附 則 

この規程は、平成１２年５月８日から施行する。  
附 則 

この規程は、平成１３年５月８日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成１７年３月８日から施行する。 

   附 則 

この規程は、令和４年６月３０日から施行する。 
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愛媛地方最低賃金審議会小委員会運営要綱 

 

 
（要綱の目的） 

第１条 この要綱は、愛媛地方最低賃金審議会運営規程第３条の規定に基づき、

愛媛地方最低賃金審議会（以下「審議会」という。）の議決により設けられた、

審議会の各小委員会（以下「小委員会」という。）の議事に関し、必要な事項に

ついて定める。 
（小委員会の審議事項） 

第２条 小委員会は、審議会の審議事項にかかわる特定の問題について審議を行

う。 
（小委員会の構成） 

第３条 小委員会は、審議会委員のうちから、公益代表委員、労働者代表委員、

使用者代表委員各々３人をもって構成する。 

２ 小委員会には、委員長及び委員長代理を置く。委員長及び委員長代理は、公

益代表委員において協議を行い選任する。 

３ 委員長代理は、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

（会議の招集） 

第４条 小委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が必要と認めるとき

のほか、委員からの開催の請求があったときに、委員長が招集する。 

２ 前項の規定により委員が会議の開催を請求しようとする場合には、付議事項

及び希望期日を、少なくとも当該期日の１週間前までに委員長に通知しなけれ

ばならない。 

３ 委員長は、会議を招集しようとするときには、緊急やむを得ない場合のほか、

少なくとも３日前までに、付議事項、日時及び場所を委員に通知するとともに、

愛媛労働局長に通知するものとする。 

（会議の開催と議決） 

第５条 会議の開催は、委員の３分の２以上又は労働者代表委員、使用者代表委

員及び公益代表委員の各３分の１以上の出席を必要とする。 

２ 会議の議決は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の時は、委員

長の決するところによる。 
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（委員の出席） 

第６条 委員は、委員長が必要があると認めるときは、テレビ会議システム（映

像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることがで

きるシステムをいう。次項において同じ。）を利用する方法によって会議に出席

することができる。 
２ テレビ会議システムを利用する方法による会議への出席は、前条の会議への

出席に含めるものとする。 
３ 委員は、病気その他の事由によって会議に出席できないときは、その旨を委

員長に適当な方法で通知しなければならない。 

４ 委員は、旅行その他の事由によって長期間不在となるときは、あらかじめ委

員長に適当な方法で通知しなければならない。 

（会議の議事） 

第７条 委員長は、会議の議長となり、議事を整理する。 

２ 委員は、会議において発言しようとするときには、委員長の許可を受けなけ

ればならない。 

（意見の聴取） 

第８条 小委員会は、必要に応じて委員でない者の説明又は意見を聴くことがで

きる。 

（会議の公開） 

第９条 会議は、原則として公開とする。ただし、公開することにより、個人情

報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の権利利益が不

当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは意思決定の中

立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、委員長は会議を非公開とする

ことができる。 
２ 委員長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必要

な措置をとることができる。 
（議事の記録と公開） 

第１０条 会議の議事については、議事録を作成する。 
２ 議事録及び会議の資料は、原則として公開とする。ただし、公開することに

より、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場合、個人若しくは団体の

権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合又は率直な意見の交換若しくは

意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがある場合には、委員長は議事録

及び会議の資料の一部又は全部を非公開とすることができる。 
３ 議事録を非公開とする場合には、議事要旨を作成し公開するものとする。 
 
（審議結果の報告） 

6



第１１条 委員長は、会議の審議結果について、速やかに審議会に対して報告す

るものとする。 

（要綱の改廃） 

第１２条 この要綱の改廃は、審議会の議決に基づいて行う。 

 
附 則  

この要綱は、平成１７年３月８日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年６月３０日から施行する。 
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愛媛地方最低賃金審議会等の公開に関する要領 

 

 

（要領の目的） 

第１条 この要領は、愛媛地方最低賃金審議会等（以下「審議会等」という。）の

会議の公開に関する基準及び手続きを定め、審議会等の活動を広く一般に

説明することができるようにするとともに、審議会等の円滑な運営に資す

ことを目的とする。 

（対象とする審議会等） 

第２条 この要領の対象とする審議会等は、次の会議とする。 

   一 愛媛地方最低賃金審議会 

 二 愛媛地方最低賃金審議会専門部会 

 三 愛媛地方最低賃金審議会小委員会 

（審議会等の会議の公開基準） 

第３条 審議会等の会議は、次の場合を除き公開するものとする。 

   一 公開することにより、個人情報の保護に支障を及ぼすおそれがある場

合 

 二 個人若しくは団体の権利利益が不当に侵害されるおそれがある場合 

 三 率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損なわれるおそ

れがある場合 

（公開又は非公開の決定） 

第４条 審議会等の会議の公開又は非公開の決定は、第２条各号の会議の公開基

準に基づき、原則として、当該審議会等の長が当該会議に諮って行うもの

とする。 

（公開の方法等） 

第５条 審議会等の会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に対し、当該審議会

等の長が会議の傍聴を認めることにより行うものとする。 

２ 審議会等は、公開する会議において傍聴を認める定員をあらかじめ定め、

当該会議の会場に傍聴席を設けるものとする。 

３ 審議会等の長は、会議を公開するに当たっては、会議が公正かつ円滑に

行われるよう、会議の傍聴にかかる遵守事項等を定め、当該会議の会場の

秩序維持に努めるものとする。 
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（会議開催の周知） 

第６条 審議会等は、会議を公開するに当たっては、当該会議の開催日の７日前

までに、開催日時、開催場所、議題、傍聴者の定員、傍聴の手続きその他

必要な事項を記載した開催通知を、愛媛労働局掲示板に掲示するものとす

る。 

（その他） 

第７条 この要領に定めるもののほか、この要領の実施に関し必要な事項は、別

に定めるものとする。 

 

附 則 

この要領は、平成１３年５月８日から施行する。 

附 則 

この要領は、平成１８年３月８日から施行する。 

9



10

takaoy
フリーテキスト


takaoy
フリーテキスト
資料№３



最低賃金審議会の調査審議に基づく最低賃金（１５条最低賃金） 
 

〔関係条文〕 
 法第１５条（特定最低賃金の決定等） 
労働者又は使用者の全部又は一部を代表する者は、厚生労働省令で定めるところによ

り、厚生労働大臣又は都道府県労働局長に対し、当該労働者又は使用者に適用される一定

の事業若しくは職業に係る最低賃金（以下「特定最低賃金」という。）の決定又は当該労働

者若しくは使用者に現に適用されている特定最低賃金の改正若しくは廃止の決定をするよ

う申し出ることができる。 
２ 厚生労働大臣又は都道府県労働局長は、前項の規定による申出があった場合におい

て必要があると認めるときは、最低賃金審議会の調査審議を求め、その意見を聴いて、当

該申出に係る特定最低賃金の決定又は当該申出に係る特定最低賃金の改正若しくは廃止の

決定をすることができる。 
Ⅰ 趣 旨 

改正最低賃金法では、地域別最低賃金については、すべての労働者について賃金の最

低限を保障する安全網としての役割を果たすものと規定されています（法第９条）。 
これに対し、特定最低賃金（旧法の「産業別最低賃金」）は、企業内における賃金水

準を設定する際の労使の取組みを補完し、公正な賃金決定にも資する面があることを評

価しつつ、すべての労働者の賃金の最低限を保障する安全網とは別の役割を果たすもの

として、関係労使の申出を契機として決定されるものとされている。 
この１５条最低賃金は、厚生労働大臣又は労働局長が関係労使の代表からの申出を受

け、一定の産業等について、必要があると認めるときに、最低賃金審議会の調査審議を

求め、その意見を聴いて決定されるものである。 
 
Ⅱ 決定等の要件 

１５条の最低賃金を決定、改正又は廃止（決定等）するためには、次の要件の全てを

充足する必要がある。 
① 特定（産業別）最低賃金については、法第１５条第１項の申出があり、厚生労働大

臣又は都道府県労働局長が、決定等の必要性の有無について最低賃金審議会に意見を

求め（諮問）、「必要性がある」との答申があること。 
② 最低賃金審議会に調査審議を求め（諮問）、最低賃金審議会から意見が提出（答申）

されること。 
③ ②の意見について、法第１５条第３項に基づく異議申出がないか、又は異議申出が

あった場合には、当該異議申出について最低賃金審議会に意見を求め（諮問）、最低

賃金審議会から意見が提出（答申）されること。 
   以上の３要件を充足した場合に、厚生労働大臣又は地方労働局長は、②又は③の最

低賃金審議会の意見を聴いて、１５条最低賃金を決定することになる。 
   なお、厚生労働大臣又は都道府県労働局長は、②又は③の最低賃金審議会の意見に

より難いと認めるときは、理由を付して、最低賃金審議会に再審議を求める必要があ

るが、現在までに再審議を求めた例はない。 
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 Ⅲ 決定等の手続 
   １５条最低賃金の決定等の手続を図示すると、次のとおりである。 
 

 
 
 
 
 
                                              (決定時の申出）§15① 

 
 
                                              (必要性の諮問）§21 
 
 
                                              (必要性の答申） 
 
 
§25⑤                          (諮問）§15② 
 
 
                             （専門部会の設置§25①） 
                             ※廃止の場合は設置しない。 
 
                             専門部会委員の推薦公示、任命 
                             (厚生労働大臣叉は都道府県労働局長） 
 
 
                  (調査要領の検討) 
 
                 (調査結果資料提出） 
(実施) 
                             (調査審議結果の報告) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (異議の申出があった場合）                (異議の申出がなかった場合） 
 §15③ 
 
 
  
 §15③                         （答申） 
  
  
  
 （答申） 
 
 
                     §15②、§19① 
 
 
                     §19② 

 
 

関 係 労 使 

厚生労働大臣又は 
都道府県労働局長 

最低賃金審議会 

厚 生 労 働 大 臣 又 は 
都 道 府 県 労 働 局 長 

最 低 賃 金 審 議 会 

専門部会における調査審議 
１ 賃金実態等の把握検討 
  委員による実地視察及び 
  関係労使の意見聴取 
２ 部会報告の決定 

答申の要旨の公示(15日間) 

関係労使の意見の申出 

関係労働者又は関係使用者 
の 意 見 聴 取 の 公 示 

 

実 態 調 査 
・賃金等労働条件の実態 
・経営事情の実態 

最 低 賃 金 審 議 会 
１ 専門部会の報告について審議 
２ 答申決定 

関係労使の異議の申出 

最 低 賃 金 審 議 会 
異議の取扱について審議 

厚生労働大臣叉は都道府県労働局長の決定等 

決定等の公示(官報に掲載) 

効力発生(30日経過後又はそれ以後の指定する日) 
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特定（産業別）最低賃金決定、改正、廃止手続きフローチャート（目次） 
 
                                   ３月頃（昭和 63年 10月 13日付基賃発第 24号 
 
                    申出要件等の 説明。当該産業適用労働者数 
 法第 15条①、則第 101条の 4      及び適用使用者数の書面による通知。 
                                   7月 
 
 法第 21条 
 
 
１ 必要性についての調査諮問 
２ 必要際についての審議 
３ 議事録作成 
※廃止の必要性審議は、その省略について労使各側の 
合意が形成されたときに限り省略可 
               必要性ありの答申、金額諮問         必要性なしの答申 
 
 
１ 必要性ありの答申                      １ 必要性なしの答申 
２ 金額又は廃止についての調査審議の諮問（法第 15条②） 
３ 必要に応じて令第 6条第 5項の議決 
４ 議事録作成 
 
               法第 25条②③、令第 6条① 
 
 
              法第 25条②③、令第 6条①④    法第 25条⑤、則第 11条①③ 
 
 
１ 関係労働者を代表する委員及び関係使用者を代表す       １ 意見聴取の公示 
  る委員の推薦告示（３週間程度）               ２ 審議会事務局への意見書提出 
２ 公益を代表する委員、関係労働者を代表する委員、       ３ 審議会への意見書提出 
  関係使用者を代表する委員の任命 
３ 辞令作成、交付                   法第 25条⑥ 
 
 
                                      法第 28条 
 
１ 賃金実態等の調査審議 
  委員による実地視察及び関係労使の意見聴取 （調査要領の検討） １ 産業別賃金等労働条件の実態調査 
                                     ２ 産業別経営事情の実態 
                          （調査結果資料提出） 
 
１ 金額審議 
 
 
 
１ 部会報告の決定（令 6条⑤適用の場合は、答申文決定） 
２ 議事録作成 
         （調査審議結果の報告） 
               法第 15条②、16条 
 
 
１ 専門部会の報告について審議 
２ 答申文決定、答申 
３ 議事録作成 
             法第 15条③、則第 7条 
 
 

申出の意向表明 

決定又は改正もしくは廃止決定の申し出 

第 2回～第○回地方最低賃金審議会 

専門部会の設置（決定、改正諮問のみ） 

局賃金室 

関係労使の意見聴取 

第○回地方最低賃金審議会 第○回地方最低賃金審議会 

専門部会委員の任命手続き 諮問後の関係労働者又は関係使用者の意見聴取手続

第１回専門部会（合同） 

関係労働者、関係使用者その他の関係者からの意見聴取

厚生労働省及び労働局による実態調査 

第○回専門部会 

第○回～第○回専門部会 

地方審議会 

答申要旨の公示（１５日間） 
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                法第 15条③、則第 8条 
 
 
       （公示期間中に異議の申出あり）          （公示期間中に異議申出なし） 
 
 
（諮問）           法第 11条③ 
                                   
 
１ 異議の取扱についての審議 
２ 答申文の決定、答申 
 
                法第 15条② 
 
 
 
 
                法第 19条①、則第 9条、官報掲載手続 
 
 
 
                法第 19条② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関係労使の異議の申出 

地方審議会 

都道府県労働局長の改正決定 

改正決定の公示（官報に掲載） 

効力の発生 
（決定又は改正の場合は、30日経過後又はそれ以後の指定する日） 
（廃止の場合は、公示の日又はそれ以後の指定する日） 
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現行産業別最低賃金の廃止及び新産業別最低賃金への転換等 

について 
 

（昭和61年2月14日中央最低賃金審議会答申） 

（別 添） 

新産業別最低賃金の運用方針 

１ 新産業別最低賃金の決定等の要件、手続等について 

（１）新産業別最低賃金の決定等に関する申出の要件等 

  イ 新産業別最低賃金の決定に関する申出の要件は次のとおりとする。 

  (ｲ) 同種の基幹的労働者の相当数について最低賃金に関する労働協約が適用されている場合 

 一定の地域内の事業所で使用される同種の基幹的労働者の２分の１以上のものが賃金の最低額に関する

定めを含む１の労働協約の適用を受ける場合又は賃金の最低額について実質的に内容を同じくする定めを

含む２以上の労働協約のいずれかの適用を受ける場合において、当該労働協約の当事者である労働組合又は

使用者（使用者の団体を含む。）の全部の合意により行われる申出であること。 

  (ﾛ) 事業の公正競争を確保する観点からの必要性を理由とする場合 

 事業の公正競争を確保する観点から同種の基幹的労働者について最低賃金を設定することが必要である

ことを理由とする申出であって、当該最低賃金の適用を受けるべき労働者又は使用者の全部又は一部を代表

する者により行われるものであること。 

  ロ 新産業別最低賃金の改正又は廃止に関する申出の要件は次のとおりとする。 

  (ｲ) 同種の基幹的労働者の相当数について最低賃金に関する労働協約が適用されている場合 

 一定の地域内の事業所で使用される同種の基幹的労働者の概ね3分の１以上のものが賃金の最低額に関す

る定めを含む１の労働協約の適用を受ける場合又は賃金の最低額について実質的に内容を同じくする定め

を含む２以上の労働協約のいずれかの適用を受ける場合において、当該労働協約の当事者である労働組合又

は使用者（使用者の団体を含む。）の全部の合意により行われる申出であること。 

  (ﾛ) 事業の公正競争を確保する観点からの必要性を理由とする場合 

 事業の公正競争を確保する観点から同種の基幹的労働者について最低賃金を改正することが必要である

こと又は当該最低賃金を設定することが必要でなくなったことを理由とする申出（同種の基幹的労働者につ

いて最低賃金を改正又は廃止することが必要であることを理由とする申出であって、当該最低賃金の適用を

受ける労働者又は使用者の概ね3分の1以上のものの合意により行われるものを含む。）であって、当該最低

賃金の適用を受ける労働者又は使用者の全部又は一部を代表する者により行われるものであること。 

(中略） 

（２）申出に係る新産業別最低賃金の決定等の必要性の有無の決定 

労働大臣又は都道府県労働基準局長は、新産業別最低賃金の決定、改正又は廃止（以下「決定等」という。）

に関する申出を受けた場合には、原則として当該決定等の必要性の有無について最低賃金審議会に意見を求め

るものとする。 

(以下略） 
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中央最低賃金審議会「公正競争ケース」検討小委員会報告 

 

（平成4年5月15日中央最低賃金審議会了承） 

 
本小委員会は中央最低賃金審議会から「公正競争ケースの申出要件の意味するところ及びその取扱い方

等」について検討する旨の付託を受け、平成 3年 4月 12日から平成 4年 3月 30日までの間計 5回にわた
り鋭意審議を重ね、公労使委員全員一致で下記のとおり報告を取りまとめた。 
 

記 
 
 本小委員会では、「現行産業別最低賃金の廃止及び新産業別最低賃金への転換等について（昭和 61 年 2
月 14日中央最低賃金審議会答申）」（以下「61年答申」という。）における「事業の公正競争を確保する観
点からの必要性を理由とする場合」（以下「公正競争ケース」という。）に関して、一層明確な解釈が求め

られている。 
 ① 最低賃金法（以下「法」という。）等における「公正競争」の概念について 
 ② 「公正競争ケース」による申出の要件について 
 ③ 原則諮問について 
 ④ 決定の必要性に関する要件について 
の 4点を中心に検討を行い、以下のとおり結論を得た。 
 なお、検討の過程において 
 ① 61年答申は慎重な審議を経て出されたものであり、現在は、61年答申を尊重し、その適切な運用に 

より新産業別最低賃金の定着に向け関係者は努力が必要であること 
 ② 新産業別最低賃金は 61年答申の趣旨に鑑みれば、「同種の基幹的労働者の相当数について最低賃金 

に関する労働協約が適用される場合」（以下「労働協約ケース」という。）を中心に想定していたもの 
と理解することが適当であることに加え、特に、61年答申前文にあるとおり「関係労使が労働条件の 
向上又は事業の公正競争の確保の観点から地域別最低賃金より金額水準の高い最低賃金を必要と認め 
るものに限定して設定すべき」とされていること 

の 2点を基本的前提とし、諸点を整備することとなった。 
 
１ 「公正競争」の概念と「公正競争ケース」に対する考え方 

種々の法律においていわゆる公正競争の規定がみられるが、公正競争の概念は幅の広いものであり、

それぞれの法律の目的等によりその意味するところは当然に異なる。すなわち事業法等他の法律におけ

る公正競争概念と最低賃金法上のものは必ずしも同一概念ではない。 
最低賃金の目的は、法第 1 条にあるとおり「労働条件の改善を図り、もって、労働者の生活の安定、

労働力の質的向上及び事業の公正な競争の確保に資するとともに、国民経済の健全な発展に寄与するこ

と」であり、公正競争の確保は、「労働条件の改善を図る」という第一義的な目的とは異なり、最低賃金

の設定により達成される副次的な目的である。 
また、法における公正競争の確保とは賃金の不当な切下げの防止によって達成されるものであり、地

域別最低賃金が全都道府県において設定されている現在、賃金の不当な切り下げの防止は一定の水準で
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すでに措置されており、“一定の公正競争”は確保されている。 
新産業別最低賃金は、61年答申前文に「関係労使が労働条件の向上又は事業の公正競争の確保の観点

から地域別最低賃金より金額水準の高い最低賃金を必要と認めるものに限定して設定すべき」とあると

おり、目的を限定し、かつ、関係労使の合意を前提に、主として「労働協約ケース」は 61年答申前文の
「労働条件の向上」を、また「公正競争ケース」は「事業の公正競争の確保」を受けて設定されている

と理解することが適当である。とりわけ、「公正競争ケース」で申出される新産業別最低賃金は、“より

高いレベルでの公正競争“の確保を主たる目的とすると理解することが適当である。 
 
２ 公正競争ケースの取扱い 

(1) 申出の要件 
「公正競争ケース」は、設定方式として一定の定量的要件を付した「労働協約ケース」とは異なり、

申出の内容は個別の事案により種々異なることが想定され、また賃金格差の程度についてもその生ず

る要因は多様であり、申出の要件として定量的要件を一律に付すことは適当でない。 
定量的要件を付せないこともあり、審議会では地域別最低賃金がある以上“より高いレベルでの公

正競争”の確保の必要性について、個別具体的な検討がなされることとなるが、申出者は申出に当た

って、賃金格差の存在等個別具体的な疎明が不可欠な要件となる。したがって申出の受理に当たって

は、特に申出の背景も含め疎明の内容について十分審査すること。 
また、申出者は関係労使の合意が得られるよう労働協約の締結・機関決定等に努めることが重要で

ある。 
なお、当該最低賃金の適用を受けるべき労働者又は使用者の概ね１／３以上のものの合意による申

出があったものについては受理・審議会への諮問が円滑に行われることが望ましい。 
 (2) 原則諮問 

61 年答申が原則諮問の例外を既に明記していることから、さらに例外を設けるのは適当ではない。
また、61年答申により新産業別最低賃金の決定等の契機が法第 16条の 4に基づく申出に限定され、
それに伴い申出の要件も示されており、法第 16 条の 4 に基づく申し出はその重要性を増している。
したがって、少なくとも必要性の諮問は「原則的」に行うことが適当である。 
しかし、法及び 61年答申の趣旨から、競争関係が認められない事業等明らかに新産業別最低賃金の

設定に無理があると判断でき得るものは原則諮問の対象外とすることが妥当である。 
その場合、個別の事案ごとにその理由を明らかにし直近の審議会に報告、了承を得ること。 

 (3) 決定の必要性に関する要件（「賃金格差が存在する場合」の考え方） 
61年答申に「企業間、地域間又は組織労働者と未組織労働者の間等に産業別最低賃金の設定を必要

とする程度の賃金格差が存在する場合に設定するものとする」とあるが、一般の産業では企業間等に

賃金格差は通常存在しており、またその生ずる要因は多様である。どの程度の賃金格差があれば賃金

の不当な切下げの防止のため新たに産別最賃の設定が必要であるかを明らかにすることは事実上不可

能であり、賃金格差の程度について一定基準を定めることは適当でない。 
最低賃金の決定の審議に当たっては 61年答申の趣旨を踏まえ当該事案について「産業別最低賃金の

設定を必要とする程度の賃金格差が存在する場合」に該当するかどうか、すなわち競争関係の存在を

前提にして“より高いレベルでの公正競争”確保の必要性について、疎明の内容、関係労使間の合意

形成の状況等を踏まえ審議会において適切な判断がなされることを期待する。 
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なお、最低賃金の必要性の決定に当たっては「昭和 57年 1月 14日中央最低賃金審議会答申（新し
い産業別最低賃金の運用方針について）了解事項１」を改めてここに確認する。 

 (4) 今後の取扱い 
① 本報告による取扱いは平成 4年度以降の新設申出事案から実施することとする。 
 なお、改正の申出事案についても本報告の趣旨を十分踏まえた対応がなされることが望まれる。事

務局はもとより関係者は本報告を踏まえ適切な運営に努めることがなによりも重要である。 
② 本報告を中央最低賃金審議会に報告し、了承を求めることとする。なお、了承が得られれば中央最

低賃金審議会の会長から地方最低賃金審議会会長に文書で伝達されることを要望する。 
 
（参 考） 

 
なお、本小委員会の報告を取りまとめるに当たり、次の 3項目を特記する。 

 
１．61年答申で一定の結論は出されているものの、使用者側から経済構造等の急速な変化の中で中長期
的な観点にも立って地域別最低賃金と新産業別最低賃金の役割分担等の問題について現段階において

もなお議論が必要であり、その結果を得て「公正競争ケース」についての検討をすべきとの意見が出

されたこと。 
２．基幹的労働者については種々の議論があったが、基幹的労働者の範囲は業種間及び規模、地域間等

で多種多様であり、一律にその範囲を示すことは適当でなく、審議会における適切な審議に期待する

こととされたこと。 
３．新産業別最低賃金の申出について、労働者側から新設を含め、手続き（例えば合意署名等について

は 3年に一度とするなど）を簡略化すべきであるとの考え方が示されたこと。 
 
（参 照） 

 
昭和57年1月14日中央最低賃金審議会答申 

「新しい産業別最低賃金の運用方針について」了解事項１ 

 
最低賃金法第 16条の４の規定による関係労使の申出に基づく最低賃金の決定、改正又は廃止の必要

性について労働大臣又は都道府県労働基準局長から意見を求められた場合は、新しい産業別最低賃金

の設定の趣旨にかんがみ、最低賃金審議会は全会一致の議決に至るよう努力するものとする。 
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